
所属 ロシア学科 職名 准教授 氏名 藤原潤子 大学院における研究指導担当資格の有無 （有） 
 

Ⅰ 教育活動  

教育実践上の主な業績 年月日 概          要 

 １ 教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）     

      

 ２ 作成した教科書、教材、参考書   2015 年 3 月 『シベリア：温暖化する極北の水環境と社会』（京都大学出版会、共編著）  

      

 ３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等     

      

 ４ その他教育活動上特記すべき事項      

      

Ⅱ 研究活動 

著書・論文等の 

名   称 

単著・共

著の別 

発行または発表の年月

（西暦でも可） 

発行所、発表雑誌 

（及び巻・号数）等の名称 

編者・著者名 

（共著の場合のみ記入） 
該当頁数 

著書・訳書             

『食べられる生き物た

ち：世界民族食文化百科』 
共著 2012 年 7 月 丸善 『月刊みんぱく』編集部編 14-15 頁 

『途絶する交通、孤立する

地域』 
共著 2013 年 10 月 東北大学出版会 奥村誠・藤原潤子・上田今日子・神谷大介

著 
1－30 頁 

『 Самообучающие 
тексты: Японский для 
души （独習テキスト：日

本語に魅入られて）』 

著書の一

部を単独

翻訳 

2014 年 1 月 Издательство  “Юки” Вудров, А.著 23-266 頁 

『地球環境学マニュアル

Ⅱ』朝倉書店。 
共著 2014 年 1 月 朝倉書店 総合地球環境学研究所編 106-107 頁 

『水・雪・氷のフォークロ

ア：北の人々の伝承世界』 
共編著 2014 年 3 月 勉誠出版 山田仁史・永山ゆかり・藤原潤子編著 261－298 頁 

『リスクの人類学』 共著 2014 年 6 月 世界思想社。 東賢太朗・市野澤潤平・木村周平・林勲男  



編。 

『シベリア：温暖化する極

北の水環境と社会』 
共編著 2015 年 3 月 京都大学出版会 檜山哲哉・藤原潤子編著 421-448 頁 

報告書・プロシーディング      

シベリア・サハ共和国にお

ける社会・気候変化と交通

事情─３つの村における

ケーススタディ─ 

単著 2013 年 3 月 『温暖化するシベリアの自然と人：

水環境をはじめとする陸域生態系変

化への社会の適応（地球研シベリア

プロジェクト平成 24 年度研究報告

書）』総合地球環境学研究所シベリア

プロジェクト。 

 150-155 頁 

Climate change in 
remote places hard to 
access: Case studies in 
the Republic of Sakha 

単独 2012 年 11 月 Proceedings of 1st International 
Conference “Global Warming and 
the Human-Nature Dimension in 
Siberia: Social Adaptation to the 
Changes of the Terrestrial 
Ecosystem, with an Emphasis on 
Water Environments”, 7 - 9 March 
2012, Research Institute for 
Humanity and Nature, Kyoto, 
Japan. 

 pp. 80-83 

書評             

「星野紘・齋藤君子・赤羽

正春編『神々と精霊の国─
西シベリアの民俗と芸能

─』国書刊行会、2015 年

12 月」 

単著 2016 年 10 月 15 日 
『なろうど（ロシア・フォークロア

の会報）』73 号 
 72-73 頁 

口頭発表・講演など 
   

   
 

「ロシア極北における交

通途絶」 
単独 2012 年 6 月 2～3 日 

土木学会土木計画学発表会（於：京

都大学） 
  

「シベリア・サハ共和国に

おける気候変化の影響」 
単独 2012 年 12 月 23 日 ロシア・フォークロア談話会なろう

ど（於：東京） 
  



「現代ロシアにおける呪

術リバイバル」 
単独 2013 年 5 月 31 日 北海道大学スラブ研究センター公開

講座「ユーラシアの現代と宗教」

（於：北海道大学） 
  

「ロシア・サハ共和国にお

ける交通事情と気候変

化：『到達困難僻地』への

影響から」 

単独 2013 年 6 月 8-9 日 日本文化人類学会（於：慶応大学） 

  

「シベリア・サハ共和国に

おける社会・気候変化と交

通事情：4 つの村における

ケーススタディ」 

単独 2013 年 7 月 6-7 日 日本国際文化学会（於：龍谷大学） 

  

Flood risk and migration 
in the Republic of Sakha 
(Yakutia) 

単独 23-25 October, 2013. RIHN 8th International 
Symposium “Risk Societies, Edge 
Environments: ecosystems and 
Livelihoods in the Balance”, Kyoto, 
Japan 

  

«Порча» в современной 
России 

単独 2015 年 8 月 6 日 ICCEES 2015 in Makuhari    

「現代ロシアの呪いに関

する計量分析」 
単独 2017 年 2 月 17 日 京都人類学研究会（於：京都大学）   

「現代ロシアの呪術とキ

リスト教」 
単独 2016 年 7 月 23 日 

第 112 回ユーラシア文化サロン

（於：日本ユーラシア協会大阪府連） 
  

「ロシア人とマリ人の異

教文化」 
単独 2017 年 2 月 4 日 

「神聖なる一族 24 人の娘たち」アフ

タートーク（於：元町映画館）   

Ⅲ 学会等および社会における主な活動 

 2015 年 10 月～現在 日本ロシア文学会関西支部事務局 

     

 


